
第 2　一　般　会　計
　令和８年度一般会計歳入歳出予算は、今回の予算補正によって次のとおりとなる。

歳　出（百万円） 歳　入（百万円）
成立予算額 122,309,247 122,309,247

　 追 加 額 3,113,505 3,113,505

　 修正減少額 ― ―
　 差 引 額 3,113,505 3,113,505

改 予 算 額 125,422,752 125,422,752

　今回の歳入歳出の補正の内訳は、次のとおりである。

（単位　百万円）

歳 出 の 補 正 歳 入 の 補 正
重 点 支 援 地 方 交 付 金 100,000 特 例 公 債 金 3,113,505
今 後 へ の 万 全 の 備 え 3,013,505
　 予 備 費 513,505
　 中東情勢等対応予備費 2,500,000

合　　　　　計 3,113,505 合　　　　　計 3,113,505
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1�　重点支援地方交付金
追 加 100,000（百万円）

　 　上記の追加額は、特別高圧電力やＬＰガス利
用者への支援など、地域の実情に応じた支援を
実施するための交付金の交付に必要な経費であ
る。
2　今後への万全の備え
追 加 3,013,505（百万円）

（ 1）　予　備　費
追 加 513,505（百万円）

　 　上記の追加額は、今後の災害対応等を勘案し

た予見し難い予算の不足に充てるための予備費
を、当初予算の 1兆円に復元するものである。

（ 2）　中東情勢等対応予備費
追 加 2,500,000（百万円）

　 　上記の追加額は、中東情勢に伴うエネルギー
価格の高騰など我が国経済への影響への対応に
要する経費その他の中東情勢をはじめとする国
際情勢の変化に伴う我が国への影響への対応に
係る緊急を要する経費の予見し難い予算の不足
に充てるための予備費である。

（A）　歳　　　出
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（B）　歳　　　入
　歳入の内訳は、次のとおりである。

（単位　百万円）

8　　　　　年　　　　　度
7　　年　　度

当　　　　初 補　　　　正 　　　　計
公 債 金 29,584,000 3,113,505 32,697,505 40,343,072

そ の 他 92,725,247 ― 92,725,247 93,158,147

計 122,309,247 3,113,505 125,422,752 133,501,220

公　　債　　金
8 年度（百万円） 7 年度（百万円）

当 初 29,584,000
　 公 債 金 6,716,000
　 特例公債金 22,868,000
補 正 3,113,505
　 公 債 金 ―
　 特例公債金 3,113,505

計 32,697,505 40,343,072

　 　上記補正額（特例公債金）は、「財政運営に必
要な財源の確保を図るための公債の発行の特例
に関する法律」（平 24法 101）第 3条第 1項の規
定による公債発行予定額の増加に伴う公債金収
入の増加額を計上したものである。

　 　なお、上記のとおり、特例公債を増発するこ
ととなるが、国債発行予定額全体の中で調整を
行うことで、8年度の市中への国債発行総額を
増やさずに対応することとしている。

（　　）4


